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論文の内容の要旨

　無隈グランド板に設けたスロットアンテナに近接して，寄生ワイヤーを置くことにより…つのスロット給電で，

二つの周波数で使用できる新しい二周波共用アンテナを見出した。次に，無限グランド板に取り付けた二つのワ

イヤーアンテナ間の相互結合による特性劣化を防ぐため，アンテナ間にスロットを設けることを考えた。そして，

スロットの申央に取り付けた回路素子の値を適当に選ぶことにより，二つのワイヤーアンテナ間の結合係数を，

各アンテナの使用周波数で，同時に減少させることができた。また，結合係数を減少させる有限グランド板の大

きさも見出すことができた。以上の計算結果は，実験により確かめてある。

審査の結果の要旨

　二周波共用スロットアンテナは，著者により新しく提案されたアンテナであり，無線基地局などに有用である。

また，スロットに装荷した回路素子により，グランド板に取り付けた二本のワイヤーアンテナ問の結合を減少で

きたこと，及び結合を減らすための有限グランド板の大きさを見出したことは，無線基地局のコスト削減と通信

晶質向上に役に立つ優れた試みである。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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